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Abstract. In the actual trafic si旬以ion，there is many behavior of driver's which is violate 
仕leregulation. Especially on-street parking influence on other drivers and drop the traffic 
capacity. This paper is analysis of influences on-street parking， against other drivers and 
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交差点 車線 駐 車 位 置 (m) 
なし 20 40 80 100 
新瑞橋 N-l 0.639 0.688 
N-2 0.832 0.870 
八熊通 N-l 0.724 0.997 一
N-2 0.939 一 0.951 
N-l 0.811 
0.829 6 一桜山 N-2 0.921 1.000 
N-3 0.956 0.968 
N-l 0.934 0.984 





交差点 車線 駐 車 位 置 (m) 
なし 20 40 80 100 
新瑞橋 N-l 100 同社 31.2 9.9 N-2 100 13.0 0.3 
八熊通 N-l 100 27.6 0.3 
N-2 100 6.0 4.3 
N-l 100 18.9 17.1 
桜山 N-2 100 7.9 |1301 4 
N-3 100 4.4 2.0 
N-l 100 6.6 1.6 8.1 
六番町 N-m3 2 100 2.1 6.4 2.5 
















20 40 100 
新 A-1 7目7 6.8 1.4 
A-I 28.4 33.7 13.7 
瑞 B-1 0.1 0.1 0.0 
B国 E 0.1 0.0 13.7 
1君 C-1 0.0 2.1 0.0 
C-II 0.0 5.3 。
A-1 2.7 1.9 4.1 
桜 A-I 2.7 0.9 。目
B-1 1.4 0.0 2.1 
山 B-I 4.7 11.1 13.4 
C-1 2.0 。目 1.0 



























































11 -12時 8 92 
10-11時 10 90 
9-10時 16 84 
8-9時 45 55 
7 -8時 51 49 
6-7時 48 52 
( ij) 6車線道路(同上)
時間帯 名古屋市古出来町
N-1 N-2 N-3 
11-12時 4 43 53 
10-11時 4 42 54 
9-10時 4 45 51 
8-9時 4 41 55 
7-8時 4 44 52 










N-1 N-2 N-3 
27 33 40 
27 34 39 
27 33 40 
29 33 38 
28 33 39 
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表-7 車線変更位置の距離帯別比率(前方)
進 路 変 更 前
番号 距離(m)台数(台)変更率(%)
10 40 2 
2 20 56 3 
3 30 80 5 
4 40 176 10 
5 50 360 20 
6 60 176 10 
7 70 232 13 
8 80 112 6 
9 90 80 5 
10 100 152 9 
11 110 8 。
12 120 32 2 
13 130 48 3 
14 140 32 2 
15 150 40 2 
16 160 16 
17 170 24 
18 180 32 2 
19 190 16 
20 200 56 3 
合許一上1768T 100 
表-8 車線変更位置の距離帯別比率(後方)
進 路 変 更 後
番号 距離(m)台数(台)変更率(%)
10 144 12.7 
2 20 172 15.2 
3 30 152 13.4 
4 40 64 5.7 
5 50 40 3.5 
6 60 16 1.4 
7 70 12 1 .1
8 80 8 0.7 
9 90 6 0.5 
10 100 8 0.7 
11 110 2 0.2 
12 120 6 0.5 
13 130 2 0.2 
14 140 2 0.2 
15 150 2 0.2 
16 160 。 0.0 
17 170 。 0.0 
18 180 。 。
19 190 。 0.0 
20 200 。 0.0 
合許 636 56.2 
進路変更距離
200m 150m 100m 50m Orn Orn 50m 1 001111 50m 200m 
100% 
75早b
509も
25'?も
O<?ゐ
??????
? ，
?ー
図-5 駐車車両による進路変更位置の比率
路上駐車が走行車両に及ぼす影響度の評価について 135 
較すると、古出来町では外側車線(N-1)の利用率
が午前6時~7時の駐車のない時間帯を除いて4%に
止まっているが、星ケ丘では27%程度の利用が見ら
れ、停車帯の効果が大きいことが知られた。
③車線変更の位置については、路上駐車車両の
前方100m~40m の区間に集中しており、最も高い
区間は、前方50mで次に70mの区聞が高くなってい
る。また後方では、通過後10m~50m の区間で約50
%の車両が進路変更を行って、元の車線に戻ってい
るが、後方200m区間でも、元の車線に戻らない車
両が約40%にのぼっている。
以上から、 l台の路上駐車を中心として、その前
方約30m、後方約80mの区間で走行の障害が生じて
必要があることを示しているものと考えられる。
②単路部(直線区間)においては、駐車車両の後
方100mでも約50%の車両が元の第1車線に戻らず、
第2車線をそのまま走行し、また後方約100mの区間
が走行に影響が生じている状況が知られた。
一方、停車帯の設置は、路上駐車の交通障害を大
幅に減少する効果があることが示された。
③道路の標準幅員との関係では、市街地の幹線
道路における幅員構成との関連性が大きいことが認
められた。今後路上駐車の影響を最小限度にするた
めに、幹線道路の幅員構成の現状と問題点等につい
ても検討する必要がある。
いる状況が見られた。 あとがき
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部について、交通容量の低下と車線利用率の減少の
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